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論文内容の要旨

本論文は粉末付着法による鋼帯のアノレミニウム被覆法に関する研究をまとめたもので 8 章から

なっている。

第 1 章は緒論で鋼板のアノレミニウム被覆法の現状と本課題に関する研究の意義とを述べている。

第 2 辛はアノレミニウム被覆用鋼板の材質に関する研究について説明し，脱炭した鋼板は耐食性

の点で問題のあることを明らかにした。またアノレミニウム粉末はアトマイズ粉末を用いる方が良

い結果が得られることを示している。

第 3 章では粉末によるアノレミニウム被覆の可能性を検討し， Elphal 法はコストおよび安全上

に問題のあることを指摘し，本研究の必要性を一層明確にしている。

第 4 章はアノレミニウム粉末付着法に関する研究についての説明で，粉末を鋼板に付着させるた

めにポリメタリン酸カリ水溶液を接着剤として用いると有利であることを明らかにしている。な

おこの過程においてあらかじめ粉末に脂肪酸を被覆することによって接着剤に対する粉末の濡れ

を調節すると，鋼板表面に付着させる粉末層の厚さを均一にできるのみならず，その付着量を調

制できることを明らかにしている。

第 5 章はアノレミニウム被覆層の圧着に関する研究る説明している。鋼板に付着させた粉末は圧

延によって圧着できることおよびその圧延は最初は 3 形以下の圧延率でおこない， つぎに約

500 0 C に加熱し，さらに所定の厚さまで圧延したのち最終加熱処理をおこなうことが最適である

乙とを明らかにしている。

第 6 章はアノレミニウム被覆層の密着性と被覆鋼板の焼なましとの関連性について説明し，被覆

前に鋼板表面を硝酸で処理し，アルミニウム-2--3%ヶィ素合金粉末で被覆すると被覆層の密

着性が良くなることを明らかにしている。なお，密着性のよい軟いアノレミニウム被覆鋼板を得る
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には最終的に全圧延率が40%以上になるようにし，かっ600
0

C で 4--6 分間の加熱が必要である

ことをも明らかにしている。

第 7 章は以上に説明した諸研究で得た多くの結果を基 lとして設計し，製作した連続アノレミニウ

ム粉末被覆装置の説明およびその装置で鋼板を連続的にアノレミニウム粉末被覆したときの諸結果

についての説明をしている。

最後の第 8 章では前主主で説明した連続アノレミニウム粉末被覆装置で試作した粉末アノレミニウム

被覆鋼板の諸性質を調べ，溶触亜鉛メッキ鋼板と同等以上の耐食性を有することおよび曲加工性

が特に優れていることなどを明らかにし，本研究の結論としている。

論文の審査結果の要旨

本論文は論文内容の要旨に述べたように工学的基礎資料が少ないために実施が困難であった鋼

板の粉末アルミニウム被覆法を確立するために種々の基礎研究を行なって必要な資料を求めたほ

か，それらの資料に基づいて連続被覆装置を試作して粉末アノレミニウムで被覆した鋼帯をつくっ

た。さらに本研究にて試作した粉末アルミニウム被覆鋼帯について諸性質を調べ，溶融メッキ鋼

板と同等以上の耐食性を有することおよび曲げ加工性が特に優れている乙となどを明らかにして

いる。

以上の結果は，冶金学および工業上貢献すると乙ろが大きく，本論文は博士論文として価値あ

るものと認める。
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